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　2014 年 10 月に神戸で開催された JDDW に参加し，日本消化器外科学会のパネルディスカッションを

拝聴しました．発表形式はこれまでとは大きく異なり，司会者が発表者の内容を基に，テーマとなってい

る疾患の治療の現状と将来展望を，予め準備したスライドを用いて極めて明解にまとめられるとともに問

題点も示され，演者間の討論時間も長く，非常に教育的なセッションでした．司会者の準備はさぞ大変で

あったことが推察されます．日本消化器外科学会はシンポジウム，パネルディスカッション，ワーク

ショップの定義と各セッションの進行方法の違いを明示され，来年度よりスライドはすべて英語となり，

発表，討論も徐々に英語に移行されるようです．その予行演習（？）が今回の JDDW だったのかもしれ

ません．日本消化器外科学会の変革が他の学会に波及することは十分予想されます．日本内視鏡外科学会

も総会のあり方を検討する時期にきているのかもしれません．

　地方会のあり方も検討されています．全国的な学会で研修医や若手の発表の機会が増えたことも一因な

のか，地方会での演題数維持は大変困難となり，演題数維持のために同じ内容の演題が地方会と全国学会

で発表されているのを目にします．経済的な支援を受けることも大変厳しくなり，参加費への依存度が増

大し，演題数の維持イコール参加人数の確保が，いつのまにか究極の目的になっているようにも見えま

す．より有意義な会を開催するにはどうすればよいのか，様々なアイデアと成功例などの情報を共有でき

る方法がないものかと考えるこの頃です．

（坂井義治）
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『投稿論文特集』

●原著
縦隔鏡を用いた食道癌根治手術を目指したThiel 法固定献体での 

検討 � 東海林裕・他　東京医科歯科大学食道・一般外科学
●症例報告
右胃大網動脈を用いた冠状動脈バイパス術後の早期胃癌に 

対する腹腔鏡下幽門側胃切除術の 1例 � 中山鎮秀・他　九州大学大学院医学研究院臨床・腫瘍外科
腹腔鏡下に切除した大網原発GISTの 1例 � 戸口景介・他　耳原総合病院外科
成人横隔膜弛緩症に対して胸腔鏡下横隔膜縫縮術を施行した 1例 � 町野隆介・他　長崎大学大学院腫瘍外科
直腸癌に対して子宮合併切除術を伴う腹腔鏡下 

Hartmann 手術を行い経腟的に標本を摘出した 1例 �真岸亜希子・他　佐久総合病院佐久医療センター消化器外科
腹腔鏡下ヘルニア修復術の腹膜閉鎖に用いたBarbed Suture 
（有棘縫合糸）が術後癒着性イレウスをきたした 1例 � 黒河内喬範・他　東京慈恵会医科大学外科学講座

外傷性腹壁ヘルニアに対して腹腔鏡下ヘルニア修復術を施行した 1例 � 三上和久・他　石川勤労者医療協会城北病院
外科
●私の工夫
簡便・高画質・安価な内視鏡手術トレーニング用ドライボックス � 上田純二・他　佐賀大学一般・消化器外科

他数編の掲載を予定．但し誌面の都合により変更がございます．ご諒承ください．
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